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今、欲しい！資料・データが
パッと見つかる探しかた
上記のツールは、学外からも利用できます。
「電子ジャーナル」「電子書籍」はリモートアクセスから
ログインすることで、自宅からでも
閲覧可能になります。
レポートや論文を書くときは
図書や雑誌論文などを使って、テーマについて調べる必要があります。
「これが書かれた本を読みたい！」「このテーマの論文はどこ？」など
調べたい資料やデータを見つけられるWebツール・サービスをご紹介します！
図書館ホームページ左下に
蔵書検索のためのツールを
まとめてあります
蔵書検索（OPAC：Online Public Access Catalog）
本学図書館で持っている図書・雑誌が検索できる
CiNii Books
全国の大学図書館等が所蔵する図書・雑誌の情報が検索できる本学にない図書の
場合は、図書館を通じて借りることが可能
電子ジャーナル
本学で契約している電子ジャーナルや、インターネット上にて無料公開されている
電子ジャーナルが検索・閲覧できる
電子書籍
本学図書館で契約している電子書籍が閲覧できる
●図書・雑誌を探したい
調べたいテーマに合った図書や雑誌を調べるのに便利なツールを紹介します。
本学図書館だけでなく、全国の大学図書館からお目当ての図書・雑誌を見つけることができます。
自宅などの
学外からも使えます！
読みたい本や雑誌が図書館に置いてなくても大丈夫！
○医学論文を読みたい
　 医中誌Web　 和文
　 医学・歯学・薬学・看護学の日本語論文の
　 論文情報が検索できる
　 PubMed　 欧文
　 米国を中心に世界約70か国の主に外国語で
　 書かれた医学生物学分野の雑誌論文が
　 検索できる
○診療情報を検索できる
　今日の診療WEB
　「今日の治療指針」をはじめとした医学書院の書籍
　15冊を収載した総合診療データベース
○雑誌論文全体から検索
　 メディカルオンライン　 和文
　 国内の医学・医療に関するデータベース
　 電子版のフルテキスト（論文全文）が閲覧できる
　 CiNii Articles　 和文
　 学協会刊行物・大学研究紀要・国立国会図書館の
　 雑誌記事索引データベースなど、学術論文情報が
　 検索できる
　 Google Scholar　
　 インターネット上から様々な分野の学術論文や
　 書籍、抄録などの学術情報が検索できる
○看護学論文を読みたい
　 最新看護索引Web　 和文
　 国内発行の看護の実践・研究・教育に関する
　 文献が検索できる
　 CINAHL　 欧文
　 看護関係の外国文献が検索できる
　 対象分野： 看護学、保健医療、消費者健康、
 　 生体臨床医学等
　UpToDate
　診療の際、医師が遭遇する疑問に対して即座に
　実用的な回答が得られるようデザインされた
　臨床医学情報ツール
　 Web of Science　 欧文
　 世界的に影響力の高い学術雑誌や研究データなどを
　 収録した学術研究情報データベース引用文献検索から、
　 論文の引用回数やその後の研究経過が調べられる
●論文を探したい
雑誌論文を探す際には、データベースなどを利用してキーワード検索してみましょう。
分野別や和文・欧文別になっているので、探したいテーマに合ったデータベースから検索！
●現物貸借・文献複写を申し込みたい
データベースで見つけた資料が図書館に無く、インターネット上でも公開されていない場合には
その資料を持っている他大学の図書館に図書の貸出や論文のコピーを依頼することができます。
申込み方法は２パターン
　①文献複写申込書（紙）を図書館サービスカウンターへ提出
　　4枚つづりの申込書に記入し、図書館サービスカウンターへ提出してください
　②マイライブラリ（Web）を利用して、申込み
　　「文献複写Web 版サービス利用申請書」を申請後、
　　マイライブラリから文献複写等の申込みが可能になります
申込みのポイント
　・普通郵便で1週間、速達で1～3日程度かかります。国内に所蔵がないときは、海外申込が可能です。
　　海外申込の場合は 1論文あたり 1300 円～、入手期間は 2～ 3週間かかります。
　・現物貸借は往復の送料（サイズにより 500～ 2000 円）がかかります。
　　文献複写は複写料（モノクロ 1枚 35～ 60円、カラー 1枚 75～ 100 円）と送料がかかります。
　・書誌事項（雑誌名、著者、巻号、ページ、論題）を間違いのないように記入してください。
　　ISSNや典拠（検索したデータベース名）をできるだけ記入してください。
　・Web からの公費申込みの場合、文献複写の受取場所を指定できます。（学内便・カウンター）
●他にも…
それぞれのツール・データベースについて
詳しい使いかたは図書館でお聞きください
効果的な検索方法が分かる講習会などを随
時開催しています！
＊PubMedは浜医大専用URLから
　アクセスした場合のみ、
　Find it̃ のアイコンが表示されます
　https://www.ncbi.nlm.nih.gov/
　pubmed?otool=ijphumlib
申込みしたい巻号やページも
自動入力されます！　　　　
　一般の図書館の使命は、情報を体系化・
整理し、様々な資料や情報を有効活用でき
るように供することとあります（文部科学
省「図書館の振興」より）。本学附属図書
館の対象とする情報とは、大学院生、教員、
医療スタッフの研究、学部学生の教育に
関するものでしょう。あらゆる分野で既
存の情報提供媒体（新聞、テレビ、雑誌等）
の役割が揺らいでいる昨今、どのようにそ
の使命を果たすことができるでしょうか。
　科学論文の発行が紙媒体から電子媒体
中心に変わりました。図書館でコピーし、
本棚のファイルケースにテーマ別に集め
ていた関連論文も、今は PDF ﬁ le でパソ
コンの folder に格納され、文献データベー
スにリンクさせていつでも引き出すこと
が可能です。図書館の中央に大きな面積を
占めて居座る製本されたかび臭い雑誌類
はその本来の役目をほぼ終え、今は旧き
良き時代の図書館の趣を伝えるのみです。
新規に出版される文献も、各個人が個々
の journal からのお知らせや、database の
検索により必要なものを容易に手に入れ
ることが可能です。そのような中、情報の
体系化・整理に関わる必要性も術も、今や
図書館には無いように感じます。唯一の役
割はできるだけ多くの journal や database 
を活用できるようにセットアップ（出版
社との料金交渉と契約）することでしょ
うか。しかしながらこれも昨今の journal 
の値上げや出版社の常軌を逸した高飛車
な値段設定を見ると、大学図書館コンソー
シアム連合（JUSTICE）のような大きな
組織で対抗するしか道はないように思い
ます。図書館としては限られた予算の範
囲内で精一杯の努力をしますが、個々の
図書館が交渉する余地はあまり多くは残
されていないようです。
　学部教育でも e-learning が取り入れられ
ています。これに対応して図書館内にも 
access 可能な端末を設置するとともに、個
人のパソコンの持ち込みによる access も奨
励しています。今も多くの学生が利用して
おり図書館の重要な役割となっています。
しかしながら本来 e-learning はどこでも
利用可能なことが利点であり、図書館内
での利用に限られるものではありません。
本学独自の e-learning 教材の充実を図る
ことは図書館の使命とは思いますが、そ
の利用場所としての役割はあまり大きく
はないように思います。
　では今、図書館だからこそ発信できる
情報ってあるのでしょうか？
　今図書館には learning commons と呼ぶ
グループ学習の部屋があります。静寂な図
書館の中にあってここだけは声を出して 
discussion できるエリアで、グループ学習
等に大いに活用されています。医学を学
ぶ本来の姿である自学自習を支援すると
いう意味で、そのような場の提供は今の
図書館の持つ一つの使命と感じます。ま
た、「サイエンスのつどい」と題する、学
内の研究者をお招きしてお話を伺う会も
このエリアで開催しています。針山前図
書館長の発案で始まった会で、研究者自
身の研究内容をご紹介いただくとともに、
学部学生を含めた audience と研究の背景
や面白さ、学生時代の過ごし方に到るま
で、ざっくばらんにお話いただく会です。
残念ながら学部学生の参加はまだ多くあ
りませんが、第一線の研究者のアナログ
情報（生の声）を伝える会として今後益々
の発展を期待しているところです。
　図書館二階の入ってすぐの左側のラッ
クは長らく欧文・邦文の新着雑誌を紹介す
る場所でした。今は、新着の岩波現代文庫、
講談社現代新書等が並んでいます。人文系
の本を学生に薦めたいという図書館員の
心配りです。右側には前・現図書館長の
推薦図書が並んでいます。私は「落日燃ゆ」
「粗にして野だが卑ではない：石田禮助の
生涯」城山三郎著、「武士道」新渡戸稲造
著、「台所のおと」幸田文著、「遠き落日」
渡辺淳一著、「半田山のほとり」吉利和著、
を推薦しました。手に取りやすい本を意
識しましたが、残念ながらこれらの本の
貸し出しは未だ一件も無いそうです。
　医療に携わる者には、人一倍の人文科
学の素養、教養を身につけていて欲しい
と多くの人が願っています。無論これら
の素養は大学の講義だけで身につくもの
でなく、生涯を通して培われるものです。
多感な学生時代に少しでも多くの本を手
にとって、入学前と同様に読書を習慣にす
るきっかけになればと願います。幸い図書
館では、往年の文学少女、文学青年が多
数職員として働いています。様々な分野
の図書の情報や自身の感想を生の声とし
て聴かせてくれます。読書道の道案内で
す。できれば learning commons で彼らと
読後感の共有をしてもらえればと期待し
ます。さながら浜医版「100 分で名著」です。
このような人文系の素養の育成も医科大
学附属図書館に残された使命と考えます。
専門教育の勉強で汲々とする学生諸君に、
生涯を伴にする本との出会いを提供でき
ればと願う次第です。
　インターネットを通じて個々人が十分
な、あるいは溢れるほどの情報が得られる
今、逆に、人と人の出会い、そこから得ら
れる生の情報、それを得られる場が必要と
されているように思います。上記のような
現在の図書館の活動を考えると、生の声
を届ける大変アナログな情報提供も本学
の附属図書館の使命の一つではないかと
感じます。無論多くの journal や database 
との契約によるデジタル情報の提供、静謐
な読書あるいは勉強環境を提供すること
は図書館の第一の使命です。しかしこれ
らとはある意味真逆の、さながら長屋のよ
うなお喋りスペースを設け、仲間やおじ
さん、おばさんと話す機会、時に先輩医師、
看護師、研究者の話しを聴く機会を提供
することによって、生のアナログ情報を
発信するのも今の図書館の重要な使命で
はないかと感じるのです。
　今図書館は、どのような活動が必要か模
索しております。利用者の皆様のご指導
ご鞭撻を心よりお願いする次第です。こ
れからも、皆さんに必要な図書館であり続
けるために…。
今、医科大学附属図書館の使命とは？
附属図書館長　浦 野 哲 盟
Web申込みなら、雑誌のタイトルなどを自動入力する機能が使えます！
データベースの検索結果から、雑誌のタイトルや巻号等の書誌事項を自動入力することができます。
PubMed などで論文を検索
します。「Find it @ 浜医大」
のアイコンをクリックし、
リンクリゾルバの画面へ
フルテキストへのリンクや
図書館での所蔵がないこと
を確認して、文献複写申込
みへ
支払いの費用に合わせ、
「元の論文の複写を依頼」
をクリックします
文献の複写依頼画面が開き、
書誌事項が自動入力されます
③検索結果詳細画面で、　
　依頼ボタンをクリック
②リンクリゾルバで所蔵
　の有無を確認①データベースで論文検索
④書誌事項が自動的に
入力されます　　
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平成29年度浜松医科大学附属図書館開館予定表
※開館時間が変更となる場合がありますので、最新情報はHPでご確認ください。
 ： 平日 9：00－20：00
 ： 土・日曜日 10：00－17：00
 ： 夏季休業期 9：00－17：00
 ： 休館日
4月
日 月 火 水 木 金 土
1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 20 29
30
5 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31
6 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30
7 月
日 月 火 水 木 金 土
1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31
9 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
8 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30 31
10 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31
11 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30
12 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2
3 4 5 6 7 8 9
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31
1 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31
2 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28
3 月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
図書館からのお知らせ 浜松医科大学附属図書館
● マイライブラリ利用可能
－図書館HPから資料の予約・延長ができます－
　マイライブラリでは、ネット環境がある自宅や
出張先などでも以下のような様々な機能を活用で
きます。
〈主な機能〉
・貸出資料の返却日が確認できる
・貸出資料の貸出期間延長ができる（1回のみ）
・他の利用者が貸出中の資料が予約できる
・過去に借りた資料の履歴が確認できる
・学外文献複写の申込みができる（要申請）
　マイライブラリの利用を希望する場合は、身分証
（学生証・職員証）を持参のうえ、図書館サービス
カウンターまでお申し出ください。
● 国立国会図書館デジタルコレクション
－手に入らない絶版本が館内PCで閲覧・複写可能に－
　国立国会図書館デジタルコレクションとは、国立
国会図書館で収集・保存しているデジタル資料を
検索・閲覧できるサービスです。
　著作権に問題がない資料はインターネット公開
されており、パソコンやスマートフォン等から見る
ことができます。
　また、本学では図書館向けデジタル化資料送信
サービスに参加しており、インターネット上では
公開していない資料のうち、絶版等で入手困難な
資料を館内で閲覧・複写することができます。
　上記サービスの利用を希望する場合は、図書館
サービスカウンターにてお申し込みください。
図書館ホームページに
あるバナーから、
マイライブラリへ
リンクされます
（https://opac.hama-med.ac.jp/mylimedio/loginPage.do）
利用可能時間
月曜日～金曜日　9：00 ～ 16：30
（http://dl.ndl.go.jp/）　　  　
